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バリ社会の現在は、外部から見ると矛盾しているように見える。この社会は、一方では観光という資本主義の拡大

のただ中ありながら、他方では伝統的文化を強く打ち出している。本研究の目的は、現地調査により、矛盾に見え

るこのような両極性を人々の実践の中に読み解いていくことである。「神々と芸術の島」というキャッチフレーズに

要約されるようなバリの文化イメージは、今世紀初頭のオランダ植民地時代に西洋人によって生産されたものであ

るが、こうした文化イメージは大戦間期にパリやニューヨークといった世界の最も資本主義が発達した場所で富裕

層に持てはやされ、以来、メディアを通して世界に広がった。大戦後のバリ社会は、こうして他社によって産出され

た文化イメージを積極的に受容し、国家や世界に対する自己主張の枠組みとして自ら「バリ文化」を再規定してき

た。インドネシア独立後、特にスハルト政権下の開発政策においてバリが観光地として整備される中では、バリ州

政府は、観光を促進し、同時に自文化に対する自覚を喚起することを目的として、芸能や慣習に関する文化政策

を強力に推し進めてきた。他方、政治的エリートの言説からは距離を置く村落に住む人々も、バリ文化を見つめる

「外部」の視線に自発的に反応してきた。その一つの顕れが、芸能に見られる。観光客の増加に伴い需要が高ま

る中で、特に１９８０年代以降、村落においては商業化を目的として芸能集団が続々と結成され、その数は莫大に

増えた。その結果、芸能を用いて儀式を盛大に行うという、かつては貴族や一部の富裕層の特権であったことが、

一般庶民にとっても身近なものになった。「伝統の再生」あるいは「バリ文化」と言われる今日の現象は、むしろこう

して人々がバリ文化の著名性を巧みに利用しつつ意図的に資本主義に参入してきた結果である。だがその一方、

自文化に対する自覚が高まる中で、精神性（宗教）や芸術性といったバリ文化に与えられた価値と資本主義イデ

オロギーとの矛盾も顕在化するようになっている。したがって本研究では、村民が商業を軸に自らを芸能集団とし

て組織化していく過程に焦点を当て、その組織のあり方の変化やその実践の綿密な分析を通して、人々が資本主

義をどのように解釈・導入し、その中で自己の文化をどのように受けとめ表象し、日常的実践を再構成させてきた

のかを明らかにし、それによって文化観光が村落社会に与えてきた影響を明らかにする。近年バリ研究では、本

質主義的な文化の把握からの脱却という文化理論の動きを受け、文化イメージの生産過程に作用する政治関係

やイデオロギー性を暴いていく作業が進んでいる。本研究はその延長にあり、「バリ」という象徴を介した現地の

人々と他者との相互作用を、現地の人々の側から明らかにしていく試みである。


















